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あらまし: 組織の知的アイデンティティを確立するためには，知の創造・継承活動を活性化しながら，その成果を外部に
適切に発信することが重要とされている．本研究では，これを前提として組織知についての情報の適切な外部発信を支援

するための情報技術を構築することを目指している．本稿では，この組織知の発信支援について，知の創造・継承活動モ

デルに基づく機能設計に関して報告する． 

1. はじめに 
組織の知的アイデンティティを確立するためには，知の

創造・継承活動を活性化して組織知を発展・循環させると

ともに，その成果を外部に適切に発信することが重要とさ

れている．例えば，野中の組織的知識創造理論では，組

織知の発展を個人と組織によるスパイラルモデルとして捉

え，組織内で創造された知や外部から獲得された知が形

式知と暗黙知という２つの状態を変遷していくこととして説

明している[野中 96]．また，Wengerや Brownらによるとコ
ミュニティの発展のためには，組織内での知の創造による

アイデンティティの発展的確立と組織外から新しい観点の

導入による変革のバランスを取ることが重要になると言え

る[Wenger 02][Brown 00]． 
これらの理論に基づいて，情報技術をベースとした

様々な支援の枠組みが提案されている．例えば，CSCW
や CSCLの技術によるワークフローや場の形成支援[國藤 
01]，概念ベースのドキュメント管理システム[ConceptBase 
97]，知や能力の観点からの人的資源管理システム[Reith 
02][井形 04]といったものなどがあげられる．  
本研究プロジェクトではこれまで，知を蓄積・活用するた

めの枠組みとして組織知メモリに関する研究を行い，それ

を中心として組織内での知の創造・継承活動と組織外へ

の発信活動の両面を支える支援環境の構築を目指してい

る[林 01][池田 02]．  
組織の知的アイデンティティを確立するためには，知の

創造・継承活動を活性化しながら，その成果を組織外に

適切に発信することが重要とされている．本稿では，これ

を前提として知の交流，特に組織外への知の発信活動に

ついて考える．組織活動や人の活動を見てみると，さまざ

まなメディアを通じて組織外への情報発信が行われてい

る．外部への情報発信の目的は以下の２つである． 
• 外部から組織の意義を認められること 
• 協調関係にある他の組織との関係を維持すること 
これらの目的を達成するには，組織外に適切な情報を

発信することが重要となる．本研究では組織知発信を支

援するための情報技術を構築することを目指している[田
中 04]．本稿では，この組織知の発信支援について，知の
創造・継承活動モデルに基づく機能設計に関して報告す

る． 
本稿の構成は以下のようになっている．２章では，組織

知の発信について述べる．３章では組織知メモリを中心と

した組織知の創造・継承支援について概要を述べる．４章

では本研究で基礎とする知の創造・継承活動モデルを提

示し，それに基づく支援の枠組みとして組織知メモリにつ

いて述べる．５章では，組織知メモリを基礎として，本稿の

主題である外部への知の発信支援について，モデルの構

成概念と，それに基づく外部発信支援機能の設計につい

て述べる．最後に，６章で本稿を結ぶ． 

2. 組織知の発信 
Maslow によれば，知の意義を自ら高め，それを他者か
ら認められることが，組織と個人の成長にとって重要なこと

の一つである[Maslow 68]．本研究では，組織知の発信は，
組織外から適正な評価を受け，組織と個人の知的アイデ

ンティティを確立する活動と位置づける． 
知に関して適正な評価を受けるためには，情報の受け

側（評価者）のニーズに的確に応える情報を発信すること

が特に重要である．受け側のニーズは大きく見て以下の２

種類に分けることができる． 
(A) 知の成長に必要な新たな知の獲得 
(B) 特定のタスクに有用な情報の獲得 
ニーズ(A)に応えるためには，組織と個人の知の意義を
的確に伝える必要がある．これに対してニーズ(B)は，例
えば，「買う物を選ぶために必要な情報を獲得する」といっ
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た，特定タスクに必要な情報を求めている場合であり，そ

のタスクに必要な情報を正確に伝える必要がある． 
ここで，「知」は知に関する活動を通じて洗練され，人や

組織の記憶において永続性・不揮発性の高いものを表し，

「情報」はタスクにおいて利用され人や組織の記憶におい

て刹那的・揮発性のものを表すものとする． 
ニーズ(A)に応え，知の意義を発信するためには，知に
どのような背景があり，知がどのように創られ，どのように洗

練され，どのように活用されているかといった，知の系統を

明らかにする必要がある．本研究で開発している組織知メ

モリはこのための基礎技術である． 
ニーズ(B)に対する本研究の立場を考察するためには，
さらに次のように分けて考える必要がある． 

(B-1)特定タスクに直接活用できる情報の獲得 
(B-2)それらの情報のメタ情報の獲得 
ニーズ(B-1)は，例えば「新車を買う」タスクに必要な，新
車のスペック，デザイン，値段，といった情報にあたる．ニ

ーズ(B-2)は，その情報の意義をあらわすメタ情報（新車の
設計コンセプト・使われた技術）で車のブランドイメージに

あたる． 
ニーズ(B-1)には，タスクに活用する刹那的で揮発性の
情報を発信することが求められる．この場合の情報発信の

効果は情報の表現力（Web ページデザイン）に強く依存
することになる．この点で(B-1)に応える発信の支援は本研
究の範囲（「知」の発信支援）外とする．一方,ニーズ(B-2)
に対しては，新車の設計コンセプトは，どのような背景によ

って，どのように創られ，どのように洗練されたかといった，

相対的に永続性・不揮発性の高い「知」の発信が必要に

なり，(A)に準じた対応が必要になる． 

本稿では，(A),(B-2)のように，永続性・不揮発性の高い
知への組織外からのニーズに応えるための，組織知メモリ

をベースにした組織知発信の支援の枠組みについて考

察する． 

3. 知の交流支援の概要 
本研究プロジェクト全体において支援の対象として重視

している事項をまとめると，以下のようになる． 

(1) 知の創造・継承の活性化 
• ガイダンス情報の提示：組織の多くは知をより良く洗
練・淘汰するための基準・様式・手法を持っている．

その基準・様式・手法を本研究ではノルム[Jonassen 
00]と呼んでいる．ノルムを実際の活動に応じて組織
構成員に提供し，よりよい知の創造・継承活動を促

す． 
• 組織内アウェアネスの向上：日々の活動の中で誰に
聞けばいいか・誰と一緒に活動した方がいいか・どの

媒体を見れば必要な知を知ることができるのかといっ

た情報を構成員の活動に合わせて提供する． 

(2) アウェアネス情報の組織外への発信 
• 発信する知の選択：組織内の知の全体像を把握した
うえで，公開の意図・公開の範囲・公開する知の構造

を決定する． 
• 効果的な表示の設計：公開する知の見せ方を決定
する．組織外部の人が公開の意図に沿って適切に

認識できるような表示形態を検討する．  
図 1 は，（２）の説明に重点をおいて，本研究の全体像
を説明している． 
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図 1 知の交流支援の概要 
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（１）知の創造・継承の活性化の支援としては，組織知メ

モリを基礎として組織知に関するアウェアネス情報を提供

することで各構成員の自発的な活動を促すと同時に，デ

ュアルループモデル[林 01]を基に活動のガイドラインを提
示することでその活動を方向付ける． 
（２）アウェアネス情報の組織外への発信の支援としては，

まず組織知メモリを通じて組織知の全体像の把握を促す

と共に，それを切り出すための枠組みを提供する．そして，

その枠組みと表示形式との対応関係に基づいて表示へ

の変換を支援する． 
公開する知の構造を表すモデルをサイトマップと呼んで

いる．これは内容レベルと表示レベルで構成される．内容

レベルでは公開の意図に応じて切り出された系統グラフ

の断片をそれぞれ表している．これを Webブラウザなどの
一般的なツールで提示できる形式にしたものが表示レベ

ルである． 
公開の意図に合わせて，内容レベルでは組織知メモリ

から何を中心にどのような範囲で抽出することが効果的か

を示すパターン，表現レベルでは適切な表示形態と切り

出した要素との対応を記述したテンプレートを利用して支

援する． 
（１）の組織内での活動の支援については別稿で述べ

ている[林 01]．本稿では，（２）のアウェアネス情報の組織
外への発信支援を主題とする． 

4. 組織知メモリ 
組織外への発信に進む前に，本研究で組織内外への

支援の基礎となる組織知メモリについて述べる． 

4.1 組織知の構成 
組織は人によって構成され，人は知によって特徴づけ

られる．組織知は組織内の人の知を集積したものであり，

組織構成員の能力によって発展する．能力は活動を通じ

て発揮され，その成果の一部がドキュメントなどの媒体に

よって表現されて蓄積される．このように，組織知は人や

知，媒体，活動といったものが有機的に結びついた構造と

して形成されていると考えることができる． 
組織知のイメージを図 2に示している．図 2左側は人・
媒体・知のつながりを示している．組織知では，上で示し

た関係に加えて，例えば，人の知り合いの関係，媒体間

の参照関係，媒体を通じた知の交流関係といった，知の

創造・継承活動における様々な関係によって人・知・媒体

が複雑に絡み合っている． 
本研究では，各構成員の活動を解釈し，人・知・媒体・

活動の関係を明らかにしながら，組織の状態やその成長

を記録する組織知メモリの開発を進めている． 
組織知メモリにおいて活動の解釈の基礎になるモデル

がデュアルループモデルである．デュアルループモデル

は，本研究で想定する理想的な知の創造・継承プロセス

を表すもので，野中の SECI モデル[野中 96]を基礎にし
ている．本研究では，これを組織知の創造・継承活動のガ

イドラインとして支援機能の設計の基礎にしている．また，

上述の活動解釈ルールもデュアルループモデルに基づ

いて作成している． 

4.2 組織知の想起 
組織知メモリの中には組織内の人・知・媒体・活動の有

機的な結合が記録されている．組織内のある人・知・媒

体・活動を理解するということは，ある観点で組織知の結

合を解きほぐして，その対象を中心とした認識構造を把握

することと言える．想起は，組織知メモリから，そのような認

識構造を抽出する行為である． 
組織知からの想起のイメージを図２右側に示している．

組織知全体としては，人・知・媒体が複雑に絡み合った構

造（図２左側）である．そこに，注目点（ある人・知・媒体）を

与えると認識構造（図２右側）が想起される． 
想起の観点には様々なものがある．例えば，ある知に

注目し，その形成過程を見る観点で想起すると，知の成

長状態を時系列に沿った形成記録が得られる．知の成長

状態はデュアルループモデルにおいて，個人と組織の二

つの観点で整理している．組織知の状態変化（表１）をた

どると，組織知の形成に関与した人とその貢献が得られる．

また，関与した各個人の状態の変化（表２）をたどると，個

人知の成長過程が得られる．想起の結果として得られる，

このような知の形成過程の認識構造を，本研究では，系

統グラフ[林 02]と呼んでいる． 
また，ある人や媒体に注目し，その組織における役割を

理解するという観点では，人や媒体が組織知の発展にお

いて関わったすべての活動（活動の種類については表３

に一部を示している）を集積して解釈する．人であれば，

その人が関わった知についてどのような知の創造・継承活

動を通じて関与したか，媒体であれば，それが組織知の

形成過程におけるどのような場面で利用されたか（その場

面で利用した人が行った知の創造・継承活動）を集積す

る．さらに，その集積結果を解釈して，人・媒体が果たした

役割を明らかにする．想起の結果として得られる人・媒体

の役割に関する認識構造を，本研究では，知の形成プロ

セスに関する評判[林 03]と呼んでいる． 
このように，組織内の人・知・媒体について理解したいこ

とに応じて，組織知の構造の中で重要な関係を抽出し，
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図 2 組織知と想起 
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認識構造を構成することが，その理解に必要な人・知・媒

体の関係を想起することといえる．  
 

5. 外部への知の発信支援 
本章では，３章で述べた組織知メモリを基礎として，本
稿の主題である外部への知の発信支援について，モデル
の構成概念と，それに基づく外部発信支援の枠組みにつ
いて述べる． 

5.1 組織外へのアウェアネス情報発信の流れ 
本節では，組織外へのアウェアネス情報をサイトマップ

として記述し，発信する流れを簡単に説明する．その際に

参照する知識の詳細については 5.2，5.3 節で説明し，記
述したサイトマップの例を 5.4 節で，支援機能については
5.5節で述べる． 
図 1で示したように，サイトマップは内容レベルと表示レ
ベルの２つから構成される．それぞれの設計においてサイ

ト設計者が行うことを以下に列挙する． 

(1) 内容レベルの設計 
内容レベルの設計では，組織外に何を見せるかを決定

する．そのためにサイト設計者が行うことは以下のことであ

る． 
• 組織知の状態を把握する 
系統グラフを参照して，組織内でどのような知が創

造・継承されているかを把握する． 
• 系統グラフから発信する知を選択する 
組織知全体の中から，組織にとって外部に発信した

い知を選択する． 
• 発信の目的を設定する 
発信する知について，外部の人がどのように認識す

ることを期待するかを明確にする．この記述をテーマ

と呼んでいる． 
• 目的に合わせて発信の観点を設定する 
目的に合わせて，発信する知に関連する人・知・媒

体・活動の中から，どれを一緒に公開するかを決定

する．  
• 外部へ公開したくない情報を取り除く 
組織内の知に関する情報をすべて外部へ公開でき

るわけではない．発信の観点に沿って抽出された関

連する人・知・媒体・活動から公開できないものを取り

除く． 

(2) 表示レベルの設計 
表示レベルの設計では，どのように見せるかを決定する．

この作業は一般的なサイト設計作業に近いものである．サ

イト設計者が表示レベルの設計で行うことは以下のことで

ある． 
• テーマに合わせて表示のテンプレートを選択する 
意図を適切に表現できると考えられるテンプレートを

選択し，サイト変換モジュールを通じて内容レベルの

モデルを表示レベルへ変換する． 
• 表示内容をカスタマイズする 
変換した内容に記述を追加するなど，調整を加える． 

表１ 組織の観点での知の成長状態 
状態の種類 説明 

個人知状態 
個人の中にあって，他者がその知について認識すること

ができない状態 

共感知状態 
概念的な明示性にかかわらず，組織の中の複数の構成

員によってその内容が合意されている状態 

概念知状態 
組織にとっての意義を判定できるように，組織がもつ概

念体系の下でその内容が明示化された状態 

体系知状態 組織がもつ概念体系の下でその意義が認められた状態

表２ 個人の観点での知の成長状態 
知の種類 説明 

内面知状態 
知の暗黙部分，すなわち概念的に明示化されていない

部分が多い状態 

表出知状態 知の顕在部分，概念的に明示化された部分が多い状態

連結知状態 
顕在部分が多い（＝表出知状態）ことに加え，他の表出

知との関係性が明示化されている状態 

表３ 活動の分類（一部） 
活動の種類 説明 

媒体レベル活動 
媒体を通じて観測される具体的な

活動 
va_browse(V) 他者の個人媒体 V または組織媒

体 V を閲覧する. 
va_collect(V,P) 他者 P の媒体 V を取得する 
va_represent(V) 媒体 V を作成する 
va_sort(V) 媒体 V を分類する 

 

va_distribute(V,P) 媒体 V を他者 P に提供する 
知レベル活動 知に関する抽象的な活動 
個人活動 個人の内的な認知活動 
pa_create(I) 新しい知 I を自分で作り出す 
pa_acquire(I) 既存の知 I を自分の中に取り入

れる 
pa_amplify(I) 自分の知 I をふくらます 

 

pa_organize(I1,I2) 自分の知 I1を既存の自分の知 I2
の中で位置づける 

相互作用活動 
二者以上で成立する知の交流

活動 
ia_pass(I,P1,P2) 新しく知を形成した人 P2が受動的

に人 P1から知 I を獲得する 
ia_acquire(I,P1,P2) 新しく知を形成した人 P2が能動的

に人 P1から知 I を獲得した 
 

ia_discuss(I) 複数人（二人以上）での議論など

の知 I の相互伝達の場での活動

組織活動 
組織全体としての知の創造・継承

活動 
oa_share(I,G) 構成員間 G で知 I が同意され，

共有される 
oa_authorize(I,O) ある知 I がその組織 O にとって意

義があるものであると認定される．
oa_externalize(A,T,C) ある主体（人・グループ）A が所属

する集団（グループ・組織）T での
概念体系 C に基づいて，自己の
知 I の意味を概念的に明示化
する 

 

 

oa_spread(I,G) 体系知 I が構成員 G に配布さ
れる 
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5.2 サイトマップの構成概念 
表示レベルモデルは Web ページの構成に対応し，内
容レベルモデルは表示レベルの意味を表している．本研

究の特徴は系統グラフの情報を元に Webページとして具
体化される表示レベルモデルに知の創造・継承の観点か

らの意味情報を対応付ける枠組みを提案していることにあ

る． 
内容レベル・表示レベルのモデル記述のための概念と

して整理したものを表４に示している．本節ではこの中から，

知の創造・継承の観点からの意味情報として，内容レベル

でどのようなことを記述するかに焦点を当て，ディスクリプ

ション・アトラクティブフレーム・テーマの３つについて説明

する． 

(1) ディスクリプション 
組織知メモリで記憶されている人・知・媒体・活動に関

する情報ひとつひとつをここではディスクリプションとよぶ．

ディスクリプションは，内容レベルのモデルの基本単位と

なる．これは直接外部に見せるものではなく，表示情報を

設計する際の参照情報になる．また，ディスクリプションを

RDF[RDF]で記述して，公開情報のメタデータとする
[Tanaka 04]． 

(2) アトラクティブフレーム 
組織が外部に発信する人・知・媒体・活動について，そ

の意義を理解するために必要とされる情報のつながりを

表す．内容レベルにおいて，アウェアネス情報の単位をア

トラクティブフレームとよんでいる．これはディスクリプション

のまとまりで表現される．１つのアトラクティブフレームは組

織が外部に発信する人・知・媒体・活動主体とする知（サ

ブジェクト）とその意義の理解を深めるための他の人・知・

媒体・活動（認識構造）によって構成される． 
• サブジェクト 
組織が外部に意義を伝えたい人・知・媒体・活動． 

• 認識構造 
サブジェクトの意義を外部の人が適切に認識するた

めに必要と考えられる他の人・知・媒体・活動のネット

ワーク． 
組織知メモリから，サブジェクトの意義を理解するのに

必要な人・知・媒体・活動のネットワークを想起し，アトラク

ティブフレームとしてまとめることによって，外部の人に組

織知メモリを参照する際の指針を提供する． 

(3) テーマ 
テーマはアトラクティブフレームの意図を表すための概

念である．アトラクティブフレームのサブジェクトについて，

組織が伝えたい意義やそれを理解するために必要な組

織知メモリの想起の仕方を明確にするための概念．これは

設計時には設計者がアトラクティブフレームの関連情報を

選択する方針となり，設計後にはアトラクティブフレームの

設計意図を記録したものとなる． 
テーマは以下の３つの要素から構成される． 
• サブジェクト 
対応するアトラクティブフレームで注目している知を

表す．これは対応するアトラクティブフレームのサブ

ジェクトと一致する． 
• 目的 
サブジェクトの意義として，組織が伝えたいこと，組織

外の人が知りたいことを表す．例えば，ある知の重要

性や妥当性など．その種類を表５にまとめている． 

表 4   サイトマップ設計のための概念 

レベル 概念 説明 
ディスクリプション 公開する人・知・媒体・活動のそれぞれの内容記述 
アトラクティブフレーム 外部に対してある意図をもって公開するディスクリプションのネットワーク 内容レベル 
テーマ アトラクティブフレームの意図を記述するためのもの 
ページ ディスクリプションの内容をWebページとして表現したもの 
クラスタ アトラクティブフレームに対応したページのネットワーク 表現レベル 
クラスタトップページ アトラクティブフレームの主体に対応するページ．クラスタの入り口となる． 

表 5   目的の種類 

知の内容を知りたい／伝えたい 

知の重要性を知りたい／伝えたい 

知の品質を知りたい／伝えたい 

知の意義を知りたい

／伝えたい 

知の裏付けや妥当性を知りたい／伝えたい 

人の成果を知りたい／伝えたい 

人の経験を知りたい／伝えたい 
人の意義を知りたい

／伝えたい 
人の能力を知りたい／伝えたい 

媒体を参照している媒体を知りたい／伝えたい 

媒体の前のバージョンの媒体を知りたい／伝えたい 

Ｘの意義を知りたい／

伝えたい（Ｘは人・知・

媒体） 

媒体の意義を知りた

い／伝えたい 
媒体を閲覧した人を知りたい／伝えたい 
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• 観点 
サブジェクトの意義を判定するために必要な情報を

表す．組織知メモリから想起する際に注目する関係

を表す．その種類を表６にまとめている． 
ここでは，テーマの目的と観点について，その記述内容

を少し詳細に述べる． 
表５に目的を類型化して示している．実際には「オントロ

ジーについて詳しい人と話したい」というように，具体的な

目的は多様である． しかし，この多様性は，次のように情
報発信側のタスクから除外（情報受信側のタスクとする）す

ることができる． 
組織外の人がＸにアクセスする活動を，（Ａ）Ｘの存在と

意義を知る段階と，（Ｂ）Ｘの意義を認めて活用する段階の

２つの段階に分けて考えると，目的の多様性は（Ｂ）段階

に現れ，（Ａ）段階では「Ｘの意義を知る」目的（表５の１段

目）に概ね統一することができる． 
つまり，発信側は，受け手が（Ａ）段階で適切にＸの意

義を判断できるようにすることを目的とし，Ｘの意義をどの

ように受け止めて，Ｘをどのように活用するかは情報受信

側に任せるという立場で考えることにする． 
表５では「Ｘの意義を知る」という最上位目的を，２段目

でＸのタイプ（人・知・媒体）によって分類し，３段目で意義

の内容（重要性・品質）によって分類している．このように，

目的の分類を明確にすると，組織知メモリ中の情報のうち，

何をどう提示することが適切かということが考察しやすくな

る． 

例えば，「ある知の重要性を知りたい（表５，２行３列

目）」という目的に対しては，組織による知の意義の認定

状態（体系知であるかどうか），知の系統の起源（何を根拠

にしているか），知の形成過程の品質（専門家が関わって

いるかどうか），といった情報が，その目的の達成（重要性

の判断）に有用と考えられる．このような，目的に対して合

理的な情報選択の基準を本研究では観点と呼んでいる． 
表６では，観点として意義の判断基準とするものを整理

している．観点は，意義を判断する対象 X と，その判断基
準となる情報 Y の関係によって分類している．ＸとＹをそ
れぞれ詳細化することによって，観点についての概念を

階層的に分類している．Ｘの意義を判断するための観点

は，Ｘに関連する情報を抽出する指針に相当し，系統グラ

フ中の始点となるノードとそこからのグラフのたどり方で表

現されるものである．１段目では，まずＹを人・知・媒体とし

て詳細化することで分類している．この分類によって，Ｘの

意義を判定するために必要な情報として主に注目するも

のを人・知・媒体の中から明確にしている．表５の１段目に

対応する「意義を知ること，伝えること」という目的を達成す

るために何を見るか，見せるかという点から「Ｘの意義を判

定するためのＹに関する情報」としている．ここでＸは表 5
の目的に示す人・知・媒体と対応している．２段目では，Ｙ

について人・知・媒体で分類している．３段目では，始点Ｙ

としてＸそのものを設定する場合とＸに関連するノードを設

定する場合を分けている．つまり，判断基準となる情報Ｙと

して，意義を判断するものＸ自身に関する情報か，Ｘに関

表 6  観点の種類 

Ｘの構成についての情報 

Ｘの，他の知に対する貢献についての情報 

Ｘの形成過程についての情報 
Ｘ＝Ｙ＝知 
Ｘ自身に関する情報

Ｘの元になった知についての情報 

知Ｙの構成についての情報 

知Ｙの他の知に対する貢献についての情報 

知Ｙの形成過程についての情報 

Ｙ＝知 
Ｘの意義を判定す

るための知に関す

る情報 Ｘに関連する知Ｙに

関する情報 

知Ｙの元になった知についての情報 

Ｘの背景についての情報（成果物ベース） 

Ｘの活動についての情報（活動ベース） 
Ｘ＝Ｙ＝人 
Ｘ自身に関する情報

Ｘの評判についての情報（コンピテンシーベース） 

人Ｙの背景についての情報（成果物ベース） 

人Ｙの活動についての情報（活動ベース） 

Ｙ＝人 
Ｘの意義を判定す

るための人に関す

る情報 Ｘに関連する人Ｙに

関する情報 
人Ｙの評判についての情報（コンピテンシーベース） 

Ｘが参照している文献についての情報 

Ｘのバージョン変化についての情報 
Ｘ＝Ｙ＝媒体 
Ｘ自身に関する情報

Ｘが誰に参照されたかという情報 

媒体Ｙが参照している文献についての情報 

媒体Ｙのバージョン変化についての情報 

Ｘの意義を

判定するた

めのＹに関

す る 情 報

（Ｘ，Ｙは人・

知・媒体であ

る．Ｘは表５

のＸ と対応

する） 

Ｙ＝媒体 
Ｘの意義を判定す

るための媒体に関

する情報 Ｘに関連する媒体Ｙ

に関する情報 
媒体Ｙが誰に参照されたかという情報 
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連する他の人・知・媒体・活動の情報のどちらによってＸを

説明するかを分けている．４段目は，始点Ｙからたどり方を

具体化する．知であれば，その内容に関する情報やその

形成過程など，人であればその人のバックグラウンドやそ

れまでの活動に基づく評判などが挙げられる．このような

概念の詳細化によって，観点を分類・整理している． 
表５に示した目的と表６で示した観点を組み合わせるこ

とによって，そのテーマのサブジェクトについて，「どのよう

な意義（目的）を，どのような情報（観点）を通じて」，組織

は伝え，組織外は知りたいと想定しているかが記述され，

アトラクティブフレームの設計意図として記録される． 

5.3 サイトマップの設計知識：サイトパターン 
サイトパターンは，組織知内のある人・知・媒体を想起

する際の目的・観点の組み合わせに対して，典型的な認

識構造をパターンとして整理したものである． 
例えば，5.2 節で示したように，ある構成員の能力の高
さ（目的）を，その人の成果の知についての形成過程（観

点）を通じて示したいときには，組織知の中で知の状態変

化をたどることで知の形成過程の認識構造を得ることがで

きる． 
パターンはこのような認識構造の抽出の仕方を目的・観

点と対応づけたものである．本研究では，サイトパターン

によって，テーマで設定された目的・観点に対して典型的

な認識構造を参考情報として設計者に提示することで，ア

トラクティブフレームを構成するための支援することを目指

している． 
サイトパターンを以下の 5つの要素で構成している． 
• 目的 
組織知の中にある人・知・媒体の意義として，組織が

伝えたいこと，組織外の人が知りたいことを表す．テ

ーマの目的に対応する． 
• 観点 
目的に設定された組織知の意義を判定する上で有

効な認識構造を構成するための指針を表す．テーマ

の観点に対応する． 
• 適用条件 
このサイトパターンを適用するうえで，必要な人・知・

媒体とそれらの間にあるべき関係を表す． 
• 構成要素 

このサイトパターンで作られる組織知の認識構造の

構成要素を表す． 
• 検索規則 
構成要素を組織知モデルの中から抽出するための

ルールを示す． 
これらの要素をテーマ・アトラクティブフレームと対応付

けて説明するために，まずテーマ・アトラクティブフレーム

をもう一度簡単に整理する．組織外へ発信される組織知

情報は，アトラクティブフレームによって内容が表され，テ

ーマによって意図が表される．5.2 節で述べたように，テー
マは目的・観点の組み合わせによって記述される．設計

者がテーマを設定することは，アトラクティブフレームの設

計時に，認識構造の抽出方針を表すことになる．サイトパ

ターンの目的・観点はテーマの目的・観点とそのまま対応

し，構成要素がアトラクティブフレームの認識構造に対応

する．この対応関係を使って，テーマが設定されたときに，

それに合ったアトラクティブフレームの認識構造の候補と

して，サイトパターンの構成要素と検索規則によって生成

される組織知の認識構造を提示する． 
サイトパターンの例を表７に示している．ナレッジコントリ

ビューションパターンは，目的として「知の重要性を通して

知の意義を伝えたい・知りたい」を想定し，観点として「ある

知の，他の知に対する貢献についての情報」を提供する

ことによって，その知の意義を判定するための組織知の認

識構造を提供するためのパターンである．このパターンで

は，観点にある「他の知に対する貢献」を「注目する知が

他の知の発展において参照・活用された頻度」と解釈し，

知の派生関係をたどることで目的・観点に合った認識構

造を抽出することを示している． 

5.4 サイトマップの設計例 
ここでは，例を用いて 5.2，5.3 節で述べたサイトマップ
設計のための概念や知識が発信情報設計において果た

す役割を説明する． 
図３は，ウェブページ（サイトマップ）の設計例を示して

いる．このウェブページは，「オントロジー」を専門とする馬

野亜美さんについて，その「人の意義を伝えたい」という目

的と観点で設計されたものである．ここでは，以下の４項目

（４つの観点）で紹介している．この例では，４項目で構成

表 7  サイトパターンの例 

パターン名 目的／観点 説明 構成要素（サブジェクトを含む）

知の重要性を知りたい／伝えたい 
ナレッジコントリビューション

パターン その知の，他の知に対する貢献に

ついての情報 

その組織知がその組織にと

ってどのくらい重要なものか

を伝えるためのパターン 

ある知とその派生関係（その知

を起点とした派生） 

人の経験を知りたい／伝えたい 
バックグラウンドパターン その人の背景についての情報 

その人がその組織において

どれほどの成果を出したか

を伝えるためのパターン 

ある人とその人が創造した知，

その人が書いた媒体 

人の能力を知りたい／伝えたい 
ヒューマンコンピテンシー 
パターン 

その人の評判についての情報 
その人がその組織において

どれほどの能力を持ってい

ると思われているかを伝え

るためのパターン 

ある人とその人に対する評判 
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されているが，目的や観点に応じて，項目の種類や数が

異なる． 
• 私のオントロジー工学の拡がり（以下，「拡がり」）：
馬野さんが生み出した知や，その知の他の知に

対する貢献を示している．この例では，馬野さんの

「オントロジー工学」という知が参照され，他の４つ

の知が生み出さている．その知のうち２つは体系

知に発展し，もう２つは，他人の知に影響を与えて

いる．馬野さんの知が他の知の成長に良い影響を

与えたことを示して，その知の意義を裏付けてい

る． 
• 私の活動 ここに注目！（以下，「注目」）：馬野さん
が行った活動のうち，目立った成果を上げた活動

や，活動と成果から推測される能力を示している．

ここでは例として，異種の知を結びつけて新たな

意義ある知を作った活動を根拠として，異種の知

を結びつけて新たな意義ある知を作る能力が高

いことを示している． 
• 成果をまとめました（以下，「成果」）：馬野さんが生
み出した・関わった知についての媒体とそれが利

用された場面を示している．媒体の共著者，派生

した媒体を示し，その質の高さを根拠として，成果

の重要性を示している． 
• 一緒に活動している人は…（以下，「活動」）：馬野さ
んと一緒に研究している人をそのバックグラウンド

と一緒に示している．セマンティックウェブやエー

ジェントといった馬野さんと異なる分野の研究者と

一緒に活動しているという情報が示されている．一

緒に活動している人に関する情報を示すことで，

馬野さんの知・活動・成果（媒体）の重要性・妥当

性の判断の根拠を提供している． 
このように，このページでは，拡がり・注目・成果・活動の

４つの観点を通じて，「オントロジー」分野における馬野亜

美さんという人の意義をアピールしていると言える． 
このウェブページに示される人・知・媒体・活動の情報

は，組織知メモリとサイトマップオントロジーに基づいて構

成されている． 
4.2 節で述べたように，組織知メモリの中には組織内の
人・知・媒体・活動の有機的な結合が記録されている．こ

の記録において，ドメインオントロジーは知の内容や人の

専門分野を表す基礎となり，デュアルループモデルオント

ロジーは知の状態変化（表 1，2），知の創造・継承活動を
明確にする基礎となっている． 
サイトマップオントロジーとの対応については，このペー

ジ全体があるサイトパターンに沿って作られた一つのアト

ラクティブフレームとなっている．この例では，「人の意義を

伝えたい」という目的に対して，「知Ｙの他の知に対する貢

献についての情報」「Ｘの背景についての情報」「Ｘの評判

についての情報」「人Ｙの背景についての情報」という観

点で設定されたウェブページになっている．これらの目

馬野亜美さん 人工知能＞オントロジー

私の活動 ここに注目！私の活動 ここに注目！

私のオントロジー工学の拡がり私のオントロジー工学の拡がり
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一緒に活動してる人は…一緒に活動してる人は…
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図 3サイトマップのデザイン（想定例） 
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的・観点に対して，ここで適用されるバックグラウンドパタ

ーンなどは，それぞれの観点に適した認識構造を発信内

容の候補として提示する．例えば，拡がりの部分について

は，組織知の中の知の派生関係をたどってその知の状態

変化の過程を抽出することで発信内容の候補を提示する． 
このように，組織知メモリとサイトマップオントロジーの概

念によって適切な情報発信を支援するための基礎が構成

される． 

5.5 サイト設計支援機能 
本研究では，前節で紹介した概念に基づいて，組織外

へのアウェアネス情報の発信支援環境の設計・開発を進

めている．この環境が満たすべき要件を以下に列挙する．  
• 内容だけではなく活動の観点からのアウェアネス情
報を発信できるようにする． 

• 組織知のアウェアネス情報を組織外へ発信できる内
容・形式へ容易に変換できるようにする． 

• Webブラウザなどの一般的なツールで組織外から参
照できるようにする． 
これらの要件を満たすために，以下に挙げる 3 つの機
能の設計・開発を進めている．図 4 は，サイトマップ設計
支援機能の概要を示している．以下では各機能の概要を

説明する． 

(1) 発信する意図と内容を対応付ける設計環境の
提供 
サイト設計者が系統グラフを参照しながら，アウェアネス

情報を組織外へ発信するための環境を提供する． 
この環境において表４で示した概念が発信情報の設計

ガイドラインとなる．このガイドラインは，設計環境を通じて，

サイト設計者に提供される．テーマやアトラクティブフレー

ムの記述を求めることで，表示レベルの設計だけではなく，

発信の目的・観点・内容・範囲といった内容レベルの設計

が重要であることの認識を促すことになる． 

(2) サイトパターンによる設計支援 
サイトパターンを用いて，典型的なモデルの構成を提

示することでサイトマップの設計を支援する． 
各サイトパターンには，テーマでの目的と観点の組み合

わせに対応づけて，アトラクティブフレームの関連情報の

設定のために注目すべき系統グラフのつながりが記述さ

れている． 
この対応を利用して，サイト設計者が設定したテーマに

対して，アトラクティブフレームの関連情報の候補となる系

統グラフのサブセットを提示する．サイト設計者はこれを参

照して，目的に合わせて公開する範囲を調整したり，組織

として公開できない部分を隠すことによって，アトラクティ

ブフレームを設定する． 
また，パターンを利用して提案される構造はオントロジ

ーの公理に基づいて制約されるようなものではなく，妥当

な一例であり，サイト設計者が目的に合わせて柔軟に変

更できるものである． 

(3) 内容レベルから表示レベルへの変換 
Web に関する標準技術を利用することで表示レベルへ
の変換の容易にすると同時に，内容レベルモデルをメタ

データとして汎用的に扱えるようにする． 
内容レベルモデルを RDF で記述し，XSLT を利用して

HTML 記述による表示レベルモデルへと変換する．表示
レベルと内容レベルの写像の基本単位は公開情報のペ

ージとディスクリプションである．このような仕組みを用意す

ることで，表示レベルモデルを半自動的に生成すると同時

に，内容レベルモデルをメタデータとして汎用性の高い形

式で提供することができると考えられる． 
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図 4 サイトマップ設計支援機能の概要 
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6. 結論 
本稿では，組織知の外部発信の支援を目指して，人・

知・媒体・活動とその関係を発信意図に沿って発信するた

めの概念と，その概念に基づいた発信の枠組みについて

述べた．これによって，組織知の意義を適切に組織外に

発信するために，組織が組織知メモリから認識構造を抽

出し，そのプレゼンテーションを作成することを支援する． 
本研究では，知の発信において必要とされるタスクを内

容レベルの設計と表示レベルの設計に二分し，それぞれ

に必要な概念を整理した．表４で示した各レベルでの設

計物の概念と組織知メモリの内容を組み合わせることによ

って，外部に発信する組織知情報のモデルが構成される．

このモデルによって組織知発信の内容・意図・表示が対

応付けられる． 
本稿で提案した知の創造・継承活動モデルに基づく組

織知発信支援機能としては，以下の 3つが挙げられる． 
• 発信する意図と内容を対応付ける設計環境の提供 
• サイトパターンによる設計支援 
• 内容レベルから表示レベルへの変換 
今後は，組織知の発信支援機能を Web の標準技術な
どと対応させながら実装していく予定である． 
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